
様式第２号

部 課 係

款 項 目

頁 頁

年 ～ 年

事
業
の
概
要
事
業
の
目
的

事
業
内
容

①

②

③

①

②

③

今
後
の
方
向
性

方向性 担当部課等のコメント（評価結果による改善案や今後の取り組み方法等）

継続

労働に関する問題の発生がなかったため、審議会を開催していないが、人材不足等、雇用に関する
課題があるため、事業は継続していくことが必要である。

評価点合計

14

18

適正である

点数 2 2 2 3 2 3

評価 普通 普通 普通 重複なし 普通

事業の必要性 市民ニーズ 上位施策への貢献度 他事業との重複 事業の効率性 実施主体の適正化

２．数値で表せない効果

（指標　　）

※事務事業実施における課題及び指標・目標値が設定できない理由等

評
価

項目
必要性 有効性 効率性

－ －

－ － －

－ － －

－

達成率 次年度（Ｈ27）

指標名 単位 実績値 実績値 実績値 目標値 （％） 目標値

成
果
指
標

１．数値で表せる指標 平成24度 平成25年度 平成26年度 前年度（Ｈ26）

－ －

－ －

－ －

単位

－

－

－

目標値 （％）

千円

達成率 次年度（Ｈ27）

目標値活
動
指
標

平成24度 平成25度 平成26年度 前年度（Ｈ26）

指標名 実績値 実績値 実績値

一般財源 千円 54 千円

千円

その他財源 千円 千円 千円

起債 千円 千円

千円 千円

県支出金 千円 千円 千円

千円 54 千円 千円

財
源
内
訳

国庫支出金 千円

労働問題等の発生の際、労働問題審議会を開催し、問題解決を図る。

労働問題が発生した際に労働問題審議会において審議し、労働者が地域で安心して働く労働環境の改善を図る。

労働問題審議会の開催
労働関係庶務

事
業
費

年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

総事業費（決算額）

事 業 期 間 平成 平成 根拠法令・要綱等

施 策 目 標 雇用の確保・創造と労働環境の充実

後期計画登載頁 個別計画

事 務 事 業 名 労働諸費一般経費 会計 一般会計

まちのテーマ 快適な生活基盤のあるまち 5 1 1

事務事業評価表
担 当 課 産業観光 商工労政 商業労政 事務事業№ 15112



様式第２号

部 課 係

款 項 目

頁 頁

年 ～ 年

事
業
の
概
要
事
業
の
目
的

事
業
内
容

①

②

③

①

②

③

事務事業評価表
担 当 課 産業観光 商工労政 商業労政 事務事業№ 15113

事 務 事 業 名 技能功労者褒賞事業 会計 一般会計

まちのテーマ 活力あふれる豊かなまち 5 1 1

施 策 目 標 競争力のある中小企業の育成

後期計画登載頁 64 個別計画

事 業 期 間 平成 平成 根拠法令・要綱等

やる気と熱意を持った経営者、後継者育成のために技能功労者褒賞を授与

大町市技能功労者褒賞要綱に基づく褒章を開催し、技能に従事された方の社会的地位の向上と、各業界の発展を目指
す

技能功労者褒賞式典の開催
　技能功労者は、同じ職種に３０年以上従事し、６０歳以上で熟練を極める職人
　農業功労者は、６０歳以上で１０年以上従事し、農業振興に貢献された人
　優良建設工事は、優良工事に選定された建設会社と担当者の表彰

事
業
費

年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

総事業費（決算額） 178 千円 198 千円 222 千円

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 千円

県支出金 千円 千円 千円

千円 千円

千円

千円

その他財源 千円 千円 千円

起債

一般財源 178 千円 198 千円 222

活
動
指
標

平成24度 平成25度 平成26年度 前年度（Ｈ26）

指標名 実績値 実績値 実績値 目標値 （％）

千円

達成率 次年度（Ｈ27）

目標値

技能功労褒章対象者 人 6 12 4 10 40.0% 10

単位

　

　

目標値

成
果
指
標

１．数値で表せる指標 平成24度 平成25年度 平成26年度 前年度（Ｈ26）

－

達成率 次年度（Ｈ27）

指標名 単位 実績値 実績値 実績値 目標値 （％）

－

－ － －

効率性

－ －

－ －

実施主体の適正化

２．数値で表せない効果

（指標　　）技能に従事された方の社会的地位の向上と、各業界の発展に寄与している。

※事務事業実施における課題及び指標・目標値が設定できない理由等

評
価

項目
必要性 有効性

普通 普通 重複なし 普通

事業の必要性 市民ニーズ 上位施策への貢献度 他事業との重複 事業の効率性

適正である

点数 2 2 2 3 2 3

評価 普通

今
後
の
方
向
性

方向性 担当部課等のコメント（評価結果による改善案や今後の取り組み方法等）

継続

様々な分野を対象に長期に渡り地域の発展や後継者の育成など貢献された方々に対する表彰であ
り、表彰該当者が減少している状況であるが、今後も継続していくことが必要である。

評価点合計

14

18



様式第２号

部 課 係

款 項 目

頁 頁

年 ～ 年

事
業
の
概
要
事
業
の
目
的

事
業
内
容

①

②

③

①

②

③

事務事業評価表
担 当 課 産業観光 商工労政 商業労政 事務事業№ 15114

事 務 事 業 名 雇用対策事業 会計 一般会計

まちのテーマ 活力あふれる豊かなまち

施 策 目 標 雇用の確保・創造と労働環境の充実

後期計画登載頁 56 個別計画

事 業 期 間 平成 平成 根拠法令・要綱等

雇用の開拓と勤労者の労働環境の充実

ハローワークと連携し、求人開拓を始め、管内の雇用環境改善を図る。
勤労者の福利厚生の向上に努める。
社会保険や年金など雇用に関する課題に対する相談体制確立

雇用の場の確保促進
大町職業安定協会・大北高等職業訓練校・勤労者互助会・労働会館などの支援
社会保険、年金相談窓口の開設
勤労者資金融資の斡旋補助

事
業
費

年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

総事業費（決算額） 3,200 千円 2,514 千円 2,499 千円

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 千円

県支出金 千円 千円 千円

千円 千円

千円

千円

その他財源 千円 千円 千円

起債

一般財源 3,200 千円 2,514 千円 2,499

活
動
指
標

平成24度 平成25度 平成26年度 前年度（Ｈ26）

指標名 実績値 実績値 実績値 目標値 （％）

千円

達成率 次年度（Ｈ27）

目標値

企業訪問件数 人 812 815 803 800 100.4% 800

単位

1.06

　

　

目標値

成
果
指
標

１．数値で表せる指標 平成24度 平成25年度 平成26年度 前年度（Ｈ26）

有効求人倍率推移（年平均） ％ 1.01

達成率 次年度（Ｈ27）

指標名 単位 実績値 実績値 実績値 目標値 （％）

1.34 1.00 134.0% 1.00

効率性

　

　

実施主体の適正化

２．数値で表せない効果

（指標　　）

※事務事業実施における課題及び指標・目標値が設定できない理由等

評
価

項目
必要性 有効性

普通 普通 重複なし 低い

事業の必要性 市民ニーズ 上位施策への貢献度 他事業との重複 事業の効率性

改善の余地あり

点数 1 2 2 3 1 2

評価 低い

今
後
の
方
向
性

方向性 担当部課等のコメント（評価結果による改善案や今後の取り組み方法等）

継続
求人開拓は、管内の企業を訪問し、事業主の方と面談することで地域経済の状況を知る重要な仕事
でもあり、雇用確保と地域雇用の状況を調査し、雇用につなげる役割を担っている。
また、勤労者のための各種団体への支援は、労働者の生活の安定と地域経済活性化のためにも支援
は必要である。

評価点合計

11

18



様式第２号

部 課 係

款 項 目

頁 頁

年 ～ 年

事
業
の
概
要
事
業
の
目
的

事
業
内
容

①

②

③

①

②

③

事務事業評価表
担 当 課 産業観光 商工労政 商業労政 事務事業№ 15115

事 務 事 業 名 勤労者福祉事業 会計 一般会計

まちのテーマ 活力あふれる豊かなまち

施 策 目 標 雇用の確保・創造と労働環境の充実

後期計画登載頁 56 個別計画

事 業 期 間 平成 平成 根拠法令・要綱等

労働者の福利厚生の向上・勤労者生活安定

地域の勤労者に対し、職場で働く労働者の福利厚生と暮らしの支援を行ない、住み易く働きやすい地域の構築を目指
す。

大北勤労者互助会及び大町支部互助会事業の事務局運営
大北労働者福祉協議会と大北勤労者互助会との情報の共有と互助会会員への情報提供
勤労者への住宅資金融資の利子補給による生活安定への支援

事
業
費

年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

総事業費（決算額） 104,625 千円 104,502 千円 104,426 千円

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 千円

県支出金 千円 千円 千円

千円 千円

千円

千円

その他財源 100,000 千円 100,000 千円 100,000 千円

起債

一般財源 4,625 千円 4,502 千円 4,426

活
動
指
標

平成24度 平成25度 平成26年度 前年度（Ｈ26）

指標名 実績値 実績値 実績値 目標値 （％）

千円

達成率 次年度（Ｈ27）

目標値

－ － －

単位

－

－

18

－ －

－ －

目標値

成
果
指
標

１．数値で表せる指標 平成24度 平成25年度 平成26年度 前年度（Ｈ26）

勤労者住宅利子補給金件数 件 20

25

達成率 次年度（Ｈ27）

指標名 単位 実績値 実績値 実績値 目標値 （％）

14 20 70.0% 20

勤労者資金融資事業 件 46 25 16

効率性

64.0% 20

　

実施主体の適正化

２．数値で表せない効果

（指標　　）大北地区労働者福祉協議会による勤労者へのセミナー開催に募集等の連携をしており、セミナーの実施
によって勤労者の生活向上につながっている。

※事務事業実施における課題及び指標・目標値が設定できない理由等

評
価

項目
必要性 有効性

高い 普通 重複なし 高い

事業の必要性 市民ニーズ 上位施策への貢献度 他事業との重複 事業の効率性

適正である

点数 3 3 2 3 3 3

評価 高い

今
後
の
方
向
性

方向性 担当部課等のコメント（評価結果による改善案や今後の取り組み方法等）

継続

勤労者の福利厚生は、生活に活力と安心を与え、地域活性化に重要であり継続が必要である。評価点合計

17

18



様式第２号

部 課 係

款 項 目

頁 頁

年 ～ 年

事
業
の
概
要
事
業
の
目
的

事
業
内
容

①

②

③

①

②

③

事務事業評価表
担 当 課 産業観光 商工労政 商業労政 事務事業№ 17114

事 務 事 業 名 中小企業支援事業 会計 一般会計

まちのテーマ 活力あふれる豊かなまち

施 策 目 標 競争力のある中小企業の育成

後期計画登載頁 64 個別計画

事 業 期 間 平成 平成 根拠法令・要綱等

中小企業の経営安定や新規事業の支援のため、制度資金融資の斡旋と信用保証協会の保証料補給金支援
商工会議所の支援による市内企業の育成支援
地域商品券発行事業への支援

企業の事業主など、事業経営に関する様々な相談や課題に対し、経営指導を行い健全な経済環境整備の構成を目指す。
事業経営に必要な資金融資を円滑に行えるよう資金を金融機関に預託し、低利な制度資金融資を行うことにより、市内企業の発
展を目指す。
中小企業振興条例に基づく事業実施に関して、補助申請により必要に応じて審議会において審議し、中小企業の創業支援や経営
安定等を図る。

中小企業振興条例に基づく必要案件を審議するため中小企業振興審議会の開催
県および市制度資金融資の斡旋および融資等の相談
商工会議所による中小企業の事業活動の相談業務等への支援
定住促進につながる地域商品券発行事業への支援

事
業
費

年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

総事業費（決算額） 427,941 千円 428,561 千円 428,576 千円

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 千円

県支出金 千円 千円 千円

千円 千円

千円

千円

その他財源 400,000 千円 400,000 千円 400,000 千円

起債

一般財源 27,941 千円 28,561 千円 28,576

活
動
指
標

平成24度 平成25度 平成26年度 前年度（Ｈ26）

指標名 実績値 実績値 実績値 目標値 （％）

千円

達成率 次年度（Ｈ27）

目標値

融資申込件数 件 82 75 65 80 81.3% 80

単位

15,000

融資申込額 千円 583,370 585,960 467,290 585,000 79.9% 580,000

保証料補給金 千円 13,692 15,002 12,302 15,000 82.0%

目標値

成
果
指
標

１．数値で表せる指標 平成24度 平成25年度 平成26年度 前年度（Ｈ26）

－

達成率 次年度（Ｈ27）

指標名 単位 実績値 実績値 実績値 目標値 （％）

－

－ － －

効率性

－ －

－ －

実施主体の適正化

２．数値で表せない効果

（指標　　）大町商工会議所で市内企業の経営相談、商店街との調整、中心市街地活性化のための協議会での事業推進等、関
係機関との調整により、市内の経済活性化が図られている。中小企業の資金需要に対応する融資制度の活用により、市内におい
て事業の継続がされていると認識している。

※事務事業実施における課題及び指標・目標値が設定できない理由等

評
価

項目
必要性 有効性

高い 普通 重複なし 高い

事業の必要性 市民ニーズ 上位施策への貢献度 他事業との重複 事業の効率性

適正である

点数 3 3 2 3 3 3

評価 高い

今
後
の
方
向
性

方向性 担当部課等のコメント（評価結果による改善案や今後の取り組み方法等）

継続

大町商工会議所との連携により、商工業などの活性化施策の展開を促進して行くことは今後も必要
である。

評価点合計

17

18



様式第２号

部 課 係

款 項 目

頁 頁

年 ～ 年

事
業
の
概
要
事
業
の
目
的

事
業
内
容

①

②

③

①

②

③

事務事業評価表
担 当 課 産業観光 商工労政 ブランド振興担当 事務事業№ 17115

事 務 事 業 名 ブランド振興事業 会計 一般会計

まちのテーマ 活力あふれる豊かなまち 7 1 1

施 策 目 標 競争力ある中小企業の育成

後期計画登載頁 64-65 個別計画

事 業 期 間 平成 平成 根拠法令・要綱等

大町市全体の地域ブランド力向上と認知度向上のため、地域産業の育成と振興、消費者視点による商品の開発、促
進、アンテナショップを活用した都会での情報発信、市外を中心にした各種物産展への出展等

観光資源や特産品など有力な地域資源を活用しながら、大町市の認知度を高め、地域ブランド力を向上させ、当市に
対するファン増加を目指す。

・大町市キャラクター「おおまぴょん」の活用
・物産展等イベントへの出展
・黒部ダムカレーの振興（参加店の充実、イベントの開催等）
・まち歩きナビゲーションの運営（スマートフォンアプリの利用者増・市街地回遊者の増）
・立川市アンテナショップの運営　　・ハサイダーの開発、事業委託

事
業
費

年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

総事業費（決算額） 15,319 千円 13,342 千円 34,368 千円

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 千円

県支出金 7,530 千円 千円 千円

千円 千円

千円

千円

その他財源 609 千円 千円 千円

起債

一般財源 7,180 千円 13,342 千円 34,368

活
動
指
標

平成24度 平成25度 平成26年度 前年度（Ｈ26）

指標名 実績値 実績値 実績値 目標値 （％）

千円

達成率 次年度（Ｈ27）

目標値

物産展出展 回 18 15 21 15 140.0% 15

単位

キャラクター出演 回 67 95 138 100

14

138.0% 150

　

目標値

成
果
指
標

１．数値で表せる指標 平成24度 平成25年度 平成26年度 前年度（Ｈ26）

認知度県内順位（19市中） 12

達成率 次年度（Ｈ27）

指標名 単位 実績値 実績値 実績値 目標値 （％）

14 10 － 13

効率性

　

　

実施主体の適正化

２．数値で表せない効果

（指標　　）

※事務事業実施における課題及び指標・目標値が設定できない理由等

評
価

項目
必要性 有効性

高い 普通 重複なし 普通

事業の必要性 市民ニーズ 上位施策への貢献度 他事業との重複 事業の効率性

適正である

点数 3 3 2 3 2 3

評価 高い

今
後
の
方
向
性

方向性 担当部課等のコメント（評価結果による改善案や今後の取り組み方法等）

拡大

・大町市の認知度の向上により、大町市の特産品の販売や誘客に効果が期待できる。
・黒部ダムカレー、キャラクター、アンテナショップ等を有効に活用して大町市の認知度をさらに
向上したい。

評価点合計

16

18



様式第２号

部 課 係

款 項 目

頁 頁

年 ～ 年

事
業
の
概
要
事
業
の
目
的

事
業
内
容

①

②

③

①

②

③

事務事業評価表
担 当 課 産業観光 商工労政 商業労政 事務事業№ 17116

事 務 事 業 名 中心市街地多目的ホール管理事業 会計 一般会計

まちのテーマ 活力あふれる豊かなまち

施 策 目 標 賑わいと個性あふれる商業の展開

後期計画登載頁 個別計画

事 業 期 間 平成 平成 根拠法令・要綱等

中心市街地多目的ホール管理業務委託

中心市街地多目的ホールの管理業務を委託し、市民等が利用しやすく効率的な施設運営を目指す

中心市街地多目的ホール指定管理委託事務
施設の使用受付許可事務、使用料の収受事務及び公衆トイレ維持管理業務

事
業
費

年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

総事業費（決算額） 2,701 千円 2,736 千円 2,680 千円

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 千円

県支出金 千円 千円 千円

千円 千円

千円

千円

その他財源 千円 千円 千円

起債

一般財源 2,701 千円 2,736 千円 2,680

活
動
指
標

平成24度 平成25度 平成26年度 前年度（Ｈ26）

指標名 実績値 実績値 実績値 目標値 （％）

千円

達成率 次年度（Ｈ27）

目標値

施設利用数 件 254 268 252 260 96.9% 260

単位

　

　

目標値

成
果
指
標

１．数値で表せる指標 平成24度 平成25年度 平成26年度 前年度（Ｈ26）

－

達成率 次年度（Ｈ27）

指標名 単位 実績値 実績値 実績値 目標値 （％）

－

－ － －

効率性

－ －

－ －

実施主体の適正化

２．数値で表せない効果

（指標　　）

※事務事業実施における課題及び指標・目標値が設定できない理由等

評
価

項目
必要性 有効性

普通 普通 重複なし 普通

事業の必要性 市民ニーズ 上位施策への貢献度 他事業との重複 事業の効率性

適正である

点数 2 2 2 3 2 3

評価 普通

今
後
の
方
向
性

方向性 担当部課等のコメント（評価結果による改善案や今後の取り組み方法等）

継続

多目的ホール指定管理については、施設の利便性からも大町商工会議所に継続して指定管理運営を
委託し施設の有効利用により市街地の活性化につなげたい。

評価点合計

14

18



様式第２号

部 課 係

款 項 目

頁 頁

年 ～ 年

事
業
の
概
要
事
業
の
目
的

事
業
内
容

①

②

③

①

②

③

事務事業評価表
担 当 課 産業観光 商工労政 商業労政 事務事業№ 17117

事 務 事 業 名 中心市街地活性化事業 会計 一般会計

まちのテーマ 活力あふれる豊かなまち 7 1 1

施 策 目 標 にぎわいと個性あふれる商業の展開

後期計画登載頁 90 個別計画 中心市街地活性化基本計画（第３次計画）

事 業 期 間 平成 平成 根拠法令・要綱等

中心市街地の商店街の活性化、再生による市街地のにぎわい創出

中心市街地活性化基本計画の施策事業を実施し、ソフト事業を中心にした市街地に賑わいの創出を目指す

基本計画の評価・検証
大町まちづくり協議会との連携によるまちなかドレスアップ事業や「荷ぐるま市」などイベントの開催
空き店舗活用事業による空き店舗解消、新規開業者への支援

事
業
費

年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

総事業費（決算額） 6,510 千円 12,371 千円 9,729 千円

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 千円

県支出金 千円 千円 千円

千円 千円

千円

千円

その他財源 千円 千円 千円

起債

一般財源 6,510 千円 12,371 千円 9,729

活
動
指
標

平成24度 平成25度 平成26年度 前年度（Ｈ26）

指標名 実績値 実績値 実績値 目標値 （％）

千円

達成率 次年度（Ｈ27）

目標値

のれん設置数 個 18 20 30 20 150.0% 20

単位

10,000

　

　

目標値

成
果
指
標

１．数値で表せる指標 平成24度 平成25年度 平成26年度 前年度（Ｈ26）

ゆかたまつり・やまびこまつり参加者数 人 10,000

2,300

達成率 次年度（Ｈ27）

指標名 単位 実績値 実績値 実績値 目標値 （％）

10,000 10,000 100.0% 10,000

交通量調査時歩行者等数（平日） 人 2,279 2,121 2,249

効率性

97.8% 2,300

　

実施主体の適正化

２．数値で表せない効果

（指標　　）

※事務事業実施における課題及び指標・目標値が設定できない理由等

評
価

項目
必要性 有効性

高い 高い 重複なし 普通

事業の必要性 市民ニーズ 上位施策への貢献度 他事業との重複 事業の効率性

適正である

点数 3 3 3 3 2 3

評価 高い

今
後
の
方
向
性

方向性 担当部課等のコメント（評価結果による改善案や今後の取り組み方法等）

拡大
大町まちづくり協議会が中心となって、中心市街地活性化基本計画に基づく施策の実施に取り組ん
でいる。新計画策定により、継続してまちづくり施策に取り組んでいく必要がある。
空き店舗活用事業により空き店舗が解消、有効利用されることにより、市街地の賑わい創出につな
がる。

評価点合計

17

18



様式第２号

部 課 係

款 項 目

頁 頁

年 ～ 年

事
業
の
概
要
事
業
の
目
的

事
業
内
容

①

②

③

①

②

③

今
後
の
方
向
性

方向性 担当部課等のコメント（評価結果による改善案や今後の取り組み方法等）

やり方改善

　移転先や業務委託先について十分検討する必要がある。評価点合計

10

18

改善の余地あり

点数 2 1 1 3 1 2

評価 普通 低い 低い 重複なし 低い

事業の必要性 市民ニーズ 上位施策への貢献度 他事業との重複 事業の効率性 実施主体の適正化

２．数値で表せない効果

（指標　　）

※事務事業実施における課題及び指標・目標値が設定できない理由等

評
価

項目
必要性 有効性 効率性

― ―

― ― ―

― ― ―

―

達成率 次年度（Ｈ27）

指標名 単位 実績値 実績値 実績値 目標値 （％） 目標値

成
果
指
標

１．数値で表せる指標 平成24度 平成25年度 平成26年度 前年度（Ｈ26）

　

　

89.2% 10,000

単位

売上金額 千円 8,907 6,768 7,136 8,000

目標値 （％）

千円

達成率 次年度（Ｈ27）

目標値活
動
指
標

平成24度 平成25度 平成26年度 前年度（Ｈ26）

指標名 実績値 実績値 実績値

一般財源 千円 千円 6,645

千円

その他財源 千円 千円 千円

起債 千円 千円

千円 千円

県支出金 千円 千円 千円

千円 千円 6,645 千円

財
源
内
訳

国庫支出金 千円

大町市全体の地域ブランド力向上と認知度向上と特産品等の販路拡大のため、アンテナショップを活用した都会での
情報発信や特産品販売事業

大町市の認知度向上と大町市産商品の売上げ向上及び販路拡大

・特産品販売、観光案内業務
・関東圏開催イベント等への出展
・販路拡大に向けた営業活動　　　等

事
業
費

年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

総事業費（決算額）

事 業 期 間 平成 平成 根拠法令・要綱等

施 策 目 標 競争力ある中小企業の育成

後期計画登載頁 64-65 個別計画

事 務 事 業 名 アンテナショップ運営事業 会計 一般会計

まちのテーマ 活力あふれる豊かなまち 7 1 1

事務事業評価表
担 当 課 産業観光 商工労政 ブランド振興担当 事務事業№ 171112


